
ICT 活用 TIPS 学習活動での思考の整理と振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 
（台数） 

スマホ タブレット ＰＣ その他 学
習
場
面 

一

斉 

個

別 

協

働  ○ △ 全体共有の場面では大型モニター 

学習場面が個別の場合には１人に１台、グループの場合には３～４人に１台 ○ ○  

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続 ○ １人１台端末 ○ 

活用が想定
される校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 総合的な学習の時間など 

○ ○ ○ ○ 活用が想定される場面 調べ学習等 

 
 

機器 タブレットまたはタブレット型 PC 

ソフトウェア（アプリ） 

○ ロイロノート・スクール（iPhone・iPad） 

○ Dropbox Basic（アカウント作成が必要） 

何を使う 

 

・機能の１つであるシンキングツールを活用し、資料
や思考を整理することができる。（ロイロノート・ス
クール） 

・整理した思考を活用して、本時の学習内容を授業の
終末で振り返り、学びを深めることができる。（ロイ
ロノート・スクール） 

・クラウドをとおして、自分の考えを他者と共有する
ことができる。（Dropbox Basic） 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

全校種 各教科等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 調べ学習などにおいて、資料の整理や思考を整理することが難しい。 

【 After 】 メリット 

○ 調べ学習における資料の整理や思考の記録により、自分の考えを整理す

ることができる。 

○ 生徒の思考を記録として残しておくことにより、前時－本時－次時の学

習内容を関連付け、見通しを立てたり、振り返ったりする活動の充実につな

げることができる。 

○ 教員の授業評価に活用し、授業改善を図ることができる。 

○ 図や言葉を関連させながら思考を整理することが容易にできる。 


